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首
都
高
速
道
路
、

初
め
て
の
、
川
口
ハ

イ
ウ
ェ
イ
オ
ア
シ
ス

が
誕
生
し
、「
イ
イ
ナ

パ
ー
ク
川
口
（
赤
山

歴
史
自
然
公
園
）・
川

口
ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ
ア

シ
ス
」
開
園
記
念
式

典
・
内
覧
会
が
４
月

24
日
開
催
さ
れ
た
。　
　

　
式
典
に
は
、
大
勢

が
列
席
し
新
施
設
の

誕
生
を
祝
い
、
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
・
く
す
玉

開
披
が
行
わ
れ
た
。　

　
休
憩
施
設
と
公
園

が
一
体
化
し
た
イ
イ

ナ
パ
ー
ク
川
口
は
、

翌
25
日
に
グ
ラ
ン
ド

オ
ー
プ
ン
し
た
。

　
ル
ー
ト
は
、
一
般

道
か
ら
は
、
足
立
川

口
線
の
東
京
方
面
に

進
行
し
パ
ー
ク
の
駐

車
場
へ
。

首
都
高
速
川
口
線
は

上
り
か
ら
の
み
、
ハ

イ
ウ
エ
イ
オ
ア
シ
ス

ヘ
出
入
可
能
。　

　
公
園
内
は
、
歴
史
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自
然
資
料
館
・
地
域

物
産
館
・
水
鳥
の
池
・

川
口
市
め
ぐ
り
の
森
・

里
山
の
雑
木
林
・
里

の
せ
せ
ら
ぎ･

と
ん

ぼ
池
・
全
天
候
型
遊

具
施
設
で
関
東
最
大

級
と
い
う
屋
内
遊
び

場
ア
ソ
ブ
ー
ン
（
有

料
）・
遊
具
エ
リ
ア
無

料
の
ち
び
っ
子
ゾ
ー

ン
・
子
ど
も
向
け
大

型
遊
具
フ
ワ
フ
ワ

ド
ー
ム
・
レ
ス
ト
ラ

ン
等
々
が
整
備
さ
れ

て
い
る
。

　
４
月
18
日
、
新
郷

都
市
計
画
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
の
松
本
安

弘
会
長
、
大
場
茂
樹

新
堀
町
会
長
、
清
水

健
二
峯
町
会
長
、
飯

　
小
さ
な
親
切
運
動

川
口
支
部
の
、
今
年

の
ク
リ
ー
ン
作
戦
は

中
止
し
ま
す
。

　
各
団
体
で
、
ゴ
ミ

袋
を
必
要
な
団
体
は

左
記
に
取
り
に
来
て

下
さ
い
。

　
川
口
市
赤
井
２
の
８
の
10

０
９
０
（
３
３
４
６
）

３
３
９
０
原
島
ま
で
。

塚
孝
行
市
議
会
議
員

は
市
長
室
で
、
奥
ノ

木
信
夫
市
長
に
、「
新

郷
多
目
的
遊
水
地
」

の
要
望
書
を
提
出
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
４
月
20
日

は
「
新
郷
多
目
的
遊

水
地
」
現
場
に
、
立

石
泰
広
県
議
会
議
員

と
飯
塚
孝
行
市
議
、

県
と
市
の
担
当
職
員

13
名
が
赴
き
、
松
本

さ
ん
、
大
場
さ
ん
、

清
水
さ
ん
で
視
察
さ

れ
ま
し
た
。

　
そ
の
折
、
立
石
県

議
に
要
望
書
を
渡
し

ま
し
た
。

　
以
上
２
件
に
つ
い

て
の
詳
細
は
、
紙
面

の
都
合
で
次
号
に
掲

載
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。



　
新
郷
地
区
の
連
合

町
会
長
に
前
原
博
孝

さ
ん(

75)

が
再
任
さ

れ
た
。

　
市
議
会
議
員
・
江

戸
袋
町
会
長
・
武
南

地
区
交
通
安
全
協
会

理
事
・
拉
致
問
題
を

考
え
る
川
口
の
会
会

長
と
５
つ
の
重
責
を

担
っ
て
い
る
。

　
「
新
郷
地
区
の
発

展
・
安
心
安
全
で
住

み
よ
い
街
づ
く
り
を

め
ざ
し
ま
す
」
と
抱

負
を
語
る
。

　
「
軌
道
交
通
の
無
い

新
郷
、
５
地
区
連
合

町
会（
新
郷・鳩
ケ
谷・

神
根
・
安
行
・
戸
塚
）

が
北
警
察
署
を
実
現

し
た
よ
う
に
、
舎
人

ラ
イ
ナ
ー
延
伸
も
協

力
い
た
だ
き
、『
あ
と

数
マ
イ
ル
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
』
公
共
交
通
の

利
便
性
向
上
検
討
会

議
が
立
ち
上
が
り
、

交
通
政
策
審
議
会
が

２
０
３
０
年
頃
に
予

＝
レ
ス
パ
イ
ト
の
た
め

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
し
た
く

て
も
現
実
、
市
内
の
病
院
や

施
設
で
の
受
け
入
れ
は
難
し

い
と
の
声
を
お
聞
き
し
ま
す

が
、
実
際
ど
の
よ
う
な
状
況

な
の
か
、
ま
た
今
後
の
対
策

に
つ
い
て
、お
伺
い
し
ま
す
。

＝
本
市
に
は
医
療
型
短

期
入
所
施
設
が
１
施
設
ご
ざ

い
ま
す
が
、
令
和
２
年
度
以

降
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の

影
響
も
あ
り
利
用
実
績
は
ご

ざ
い
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
本

市
の
施
設
で
あ
る
「
し
ら
ゆ

り
の
家
」
に
お
い
て
、
医
療

的
ケ
ア
を
提
供
で
き
る
体
制

を
整
え
、
利
用
を
可
能
と
い

た
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
短

期
入
所
の
受
け
入
れ
を
事
業

者
に
働
き
か
け
る
と
と
も

に
、
あ
ら
か
じ
め
利
用
者
の

医
療
ケ
ア
の
内
容
や
ご
家
族

の
状
況
を
共
有
す
る
仕
組
み

を
整
備
す
る
こ
と
で
、
適
切

に
事
業
所
を
選
択
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
具
体
的
な

検
討
を
し
て
参
り
ま
す
。

＝
医
療
的
ケ
ア
児
が
学

校
や
認
可
保
育
所
に
在
籍
す

る
と
き
、
保
護
者
の
付
き
添

い
が
な
く
て
も
医
療
的
ケ

ア
、
そ
の
他
の
支
援
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
、
看
護
師
等
の

配
置
や
そ
の
他
の
措
置
が
必

要
で
す
。
医
療
的
ケ
ア
児
が

在
籍
す
る
学
校
・
認
可
保
育

所
へ
の
看
護
師
の
配
置
に
つ

い
て
、
お
伺
い
し
ま
す
。

＝
小
・
中
学
校
に
在
籍

す
る
医
療
的
ケ
ア
児
が
、
適

切
な
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
看
護
師
等
の
配
置
に
つ

い
て
、
現
在
準
備
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。
医
療
的
ケ
ア
児
を
受
け

入
れ
る
認
可
保
育
所
に
は
看

護
師
等
を
配
置
す
る
方
向
で

検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

＝
市
長
は
口
腔
保
健
セ

ン
タ
ー
設
置
の
検
討
を
さ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
も
し
設
置

が
決
定
す
る
よ
う
で
し
た

ら
、
医
療
的
ケ
ア
児
の
診
療

体
制
も
整
え
て
頂
き
た
い
の

で
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

＝
川
口
歯
科
医
師
会
と

の
同
セ
ン
タ
ー
設
置
に
向
け

て
の
具
体
的
な
協
議
の
中

定
と
な
り
ま
す
。

　
区
画
整
理
事
業
の

促
進
を
は
か
り
、
辰

井
川
の
洪
水
の
件
も

早
く
無
く
し
た
い
で

す
ね
」
と
語
る
。

給
付
方
法
に
違
い
が
あ
り
、

統
一
的
な
制
度
と
な
っ
て
い

な
い
こ
と
、
ま
た
、
財
源
確

保
も
重
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
国
に
対
し
て
公
費
負
担

制
度
の
創
設
を
要
望
す
る
こ

と
と
併
せ
、
県
に
対
し
て
も

補
助
の
拡
充
を
要
望
し
て
お

り
ま
す
。
現
時
点
で
対
象
年

齢
の
拡
大
は
考
え
て
お
り
ま

せ
ん
が
、
引
き
続
き
、
国
や

県
に
対
し
要
望
し
て
参
る
と

と
も
に
、
制
度
改
正
や
県
の

動
向
に
注
視
し
て
参
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。

　
そ
の
他
、
オ
ン
ラ
イ
ン
行

政
手
続
き
に
つ
い
て
・
学
校

給
食
費
の
無
償
化
及
び
補
助

に
つ
い
て
・
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
支
援
に
つ
い
て
・
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環
法
に
つ

い
て
・
危
険
な
バ
ス
停
留
所

の
安
全
対
策
に
つ
い
て
質
問

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
川
口
市
議
会
議
員

　
　
　
　
　
　
幡
野　
茂

で
、
し
っ
か
り
と
検
討
を
図

る
よ
う
担
当
部
局
に
指
示
を

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。　
　

＝
子
ど
も
医
療
費
の
各

市
区
町
村
に
お
け
る
実
施
状

況
は
、
令
和
２
年
４
月
１
日

現
在
１
７
４
１
市
区
町
村
の

う
ち
、
７
３
３
市
区
町
村
と

42
％
が
高
校
３
年
生
ま
で
無

料
化
を
実
施
し
て
お
り
、
前

年
比
で
74
市
区
町
村
が
増
え

て
い
ま
す
。
子
ど
も
医
療
費

支
給
事
業
は
子
育
て
世
帯
を

支
え
る
制
度
と
し
て
定
着
し

て
い
ま
す
が
、
今
後
、
自
治

体
間
の
バ
ラ
ツ
キ
を
小
さ
く

し
て
い
く
事
も
課
題
の
一
つ

と
捉
え
て
い
く
べ
き
で
す
。

本
市
で
も
高
校
３
年
生
ま
で

の
年
齢
拡
大
を
行
っ
て
頂
き

た
い
の
で
す
が
、
お
考
え
を

お
聞
か
せ
下
さ
い
。

＝
ご
指
摘
の
と
お
り
、

自
治
体
ご
と
に
対
象
年
齢
や

　
座
右
の
銘
は
「
七

転
八
起
」。

　
家
族
は
奥
さ
ん
の

浩
代
さ
ん
と
娘
さ
ん

２
人
と
、
息
子
さ
ん
。

江
戸
在
住
。

　
前
野
宿
町
会
は
、

平
成
14
年
４
月
か
ら

今
年
３
月
ま
で
、
町

会
長
を
務
め
た
村
川

誠
司
さ
ん
の
後
任
に

細
川
み
さ
を
さ
ん
が

就
任
さ
れ
た
。

　
「
村
川
さ
ん
は
体
調

悪
い
中
、
後
任
の
方

を
色
々
探
し
て
く
だ

さ
っ
た
の
で
す
が
、

明
朗
会
会
長
（
老
人

会
）
を
や
っ
て
い
る

私
が
、
諸
事
情
も
あ

り
、
当
面
、
つ
な
ぎ
、

ピ
ン
チ
ヒ
ッ
タ
ー

と
い
う
事
で
兼
任
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　
皆
様
ご
協
力
・
ご

支
援
・
ご
指
導
・
宜

し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
」
と
語
る
。

　
座
右
の
銘
は
「
残

す
！
捨
て
る
！
加
え

る
！
見
直
す
！
」

　
「
私
は
、
１
９
４
７

年
愛
媛
県
宇
和
島
市

出
身
、
川
口
に
来
て

50
年
、
前
野
宿
に
来

て
45
年
く
ら
い
に
な

り
ま
す
ね
」
と
。

　
趣
味
は
「
周
り
の

方
が
皆
元
気
で
楽
し

く
人
生
送
れ
る
よ
う

に
、
皆
の
幸
せ
が
私

の
幸
せ
の
、
健
康
体

操
指
導
で
す
」
と
。

　
家
族
は
夫
の
和
宏

さ
ん
と
２
人
。
３
人

の
息
子
さ
ん
は
、
そ

れ
ぞ
れ
独
立
。
長
男

徹
さ
ん
は
映
画
監
督
・

脚
本
家
等
で
活
躍
中
。

　
前
野
宿
在
住
。

（
要
旨
）

「人生は未体験の挑戦である」
　まさに人生は、この連続である、
新しい環境での挑戦を心から応援
していきたい。吉安　玲華

　
榛
松
町
会
は
、
３

期
６
年
務
め
た
山
田

忠
町
会
長
の
後
任
に
、

宮
原
美
子
さ
ん
が
就

任
さ
れ
た
。

　
「
町
会
と
の
縁
は
嫁

い
だ
時
か
ら
で
す
。

父
母
が
順
に
10
年
ず

つ
町
会
長
を
し
て
い

ま
し
た
の
で
、
手
伝

い
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
民
生
委
員
や
体
育

部
長
も
経
験
し
、
15

年
前
よ
り
副
町
会
長

に
な
り
、
１
番
古
い

の
で
山
田
さ
ん
よ
り

推
薦
い
た
だ
き
ま
し

た
」
と
語
る
。

　
「
役
員
全
員
で
情
報

を
共
有
し
て
、
皆
で

仲
良
く
活
動
し
て
い

き
た
い
で
す
ね
」
と

抱
負
を
語
る
。

　
座
右
の
銘
は
「
奉

仕
の
気
持
ち
を
大
切

に
」。１９

５
９
年
生
ま

れ
川
口
市
青
木
町
出

身
。ス

ー
パ
ー(
株)

コ
モ
デ
ィ
イ
イ
ダ
・

介
護
付
き
有
料
老
人

ホ
ー
ム
セ
リ
シ
ー
ル

川
口
の
オ
ー
ナ
ー
。　

長
き
に
わ
た
り

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
へ

の
奉
仕
活
動
、
学
童

保
育
指
導
、
公
文
教

室
運
営
と
先
生
を
こ

な
し
、
武
南
警
察
署

東
本
郷
交
番
連
絡
協

議
会
委
員
等
、
多
く

の
事
業
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
励
ま

れ
、バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー

に
溢
れ
て
い
る
人
。

趣
味
は
手
芸
や
読

書
。家

族
は
３
世
帯
４

人
で
同
居
。

　
　
榛
松
在
住
。



　
今
の
時
代
、
ス
マ

ホ
さ
え
あ
れ
ば
電
話

や
ゲ
ー
ム
や
ニ
ュ 

ー

ス
は
お
手
の
物
、
バ

ス
に
乗
っ
た
り
お
買

い
物
も
出
来
ま
す
。

　
な
の
で
、
子
ど
も

た
ち
を
含
め
、
若
い

世
代
に
と
っ
て
は
、

ス
マ
ホ
は
欠
か
す
事

の
出
来
な
い
必
需
品

で
す
。　

　
一
方
、
お
年
寄
り

の
強
み
は
、
そ
の
長

い
人
生
経
験
に
あ
り
、

そ
の
知
識
は
本
人
の

こ
れ
か
ら
生
き
て
い

く
支
え
で
あ
り
、
武

器
で
も
あ
り
、
若
い

人
の
尊
敬
の
対
象
で

も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
の
作
り

出
す
時
代
の
ス
ピ
ー

ド
が
速
く
て
、
そ
の

考
え
方
、
や
り
方
は

古
い
、
今
は
こ
う
だ

と
ス
マ
ホ
世
代
か
ら

は
軽
く
否
定
さ
れ
て

し
ま
う
の
が
現
状
で

す
。
せ
め
て
、
孫
ぐ

ら
い
は
可
愛
が
り
た

い
と
思
っ
て
も
、
孫

の
方
が
ゲ
ー
ム
が
上

手
で
太
刀
打
ち
で
き

ま
せ
ん
。

　
た
だ
で
さ
え
、
お

年
寄
り
は
身
体
能
力

が
落
ち
て
出
か
け
る

の
も
お
っ
く
う
に
な

り
、
同
世
代
と
の
人

と
の
接
触
が
少
な
く

な
り
寂
し
さ
を
感
じ

て
き
ま
す
。

　
他
人
に
迷
惑
を
か

け
ず
健
康
長
寿
の
た

め
に
は
、
孤
独
に
な

ら
な
い
よ
う
に
、
人

と
人
と
の
接
触
を
一

つ
の
問
題
解
決
の
ポ

イ
ン
ト
と
考
え
て
、

病
院
や
診
療
所
な
ど

で
仲
間
作
り
を
す
る

の
も
い
い
か
な
あ
と

思
い
ま
す
。

　
　
　
　

岩
下
歯
科
医
院
（
榛
松
）　

  

院
長　
岩
下　
一
三

４
月
24
日
、
西
沼

グ
ラ
ン
ド
で
、
令
和
４

年
度
新
郷
地
区
壮
年
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開

催
さ
れ
た
。

永
瀬
秀
樹
県
議
会

議
員
（
写
真
後
列
左

端
）、
前
原
博
孝
新
郷

地
区
連
合
町
会
長
（
写

真
後
列
右
端
）
が
激
励

し
た
。　

成
績
は
次
の
通
り
。

▽
優
勝
＝
赤
井
町
会

（
町
会
長
＝
関
根
和
雄

さ
ん
）
▽
準
優
勝
＝
江

戸
袋
町
会
（
町
会
長
＝

前
原
博
孝
さ
ん
）
▽
３

位
＝
新
堀
町
会
（
町
会

長
＝
大
場
茂
樹
さ
ん
）。

赤
井
町
会
と
江
戸

袋
町
会
は
ブ
ロ
ッ
ク
大

会
に
進
出
。

写
真
は
優
勝
の
赤

井
町
会
。

今月の１枚

食育の春（オナガ鳥）　自宅庭
ピント写真クラブ　市川　璋良

浮
ケ
谷
孝
夫
さ
ん

は
、
１
９
５
３
年
川

口
市
生
ま
れ
。
世
界

の
最
前
線
で
タ
ク
ト

を
振
る
日
本
を
代
表

す
る
指
揮
者
の
１
人
。 　
　

「
東
京
21
世
紀

管
弦
楽
団
」
に
、

２
０
１
９
年
音
楽
監

督
と
し
て
就
任
。

４
月
12
日
、
同
管

弦
楽
団
の
第
４
回
定

期
演
奏
会
が
池
袋
の

東
京
芸
術
劇
場
コ
ン

サ
ー
ト
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
た
。

日
本
の
若
手
を
代

表
す
る
ピ
ア
ニ
ス
ト

の
１
人
と
し
て
、
国

内
外
で
の
演
奏
活
動

を
広
げ
る
ピ
ア
ニ
ス

ト
實
川
風
さ
ん
を
迎

え
た
。曲目

は
、
メ
ン

デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
：
ト

ラ
ン
ペ
ッ
ト
序
曲
、

シ
ュ
ー
マ
ン
：
ピ
ア

ノ
協
奏
曲
イ
短
調
、

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
：
交

響
曲
第
９
番
ハ
長
調

「
ザ
・
グ
レ
ー
ト
」。　

川
口
市
か
ら
、
立

石
泰
広
県
議
、
永
瀬

秀
樹
県
議
、
新
藤
義

孝
衆
議
院
議
員
秘
書

菊
地
博
さ
ん
、「
新
郷

の
文
化
を
考
え
る
会
」

会
長
の
照
山
悦
子
さ

ん
ら
大
勢
が
鑑
賞
し

た
。

　
４
月
18
日
、
榛
松

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
新

年
度
大
会
（
会
長
＝

高
橋
昌
三
さ
ん
）
が

開
催
さ
れ
た
。　

　
新
町
会
長
の
宮
原

美
子
さ
ん
が
、
激
励

に
訪
れ
た
。

　
「
皆
さ
ん
楽
し
く
元

気
に
午
前
中
で
終
わ

り
ま
し
た
」
と
高
橋

会
長
。

　
成
績
は
次
の
通
り

◇
優
勝
＝
押
田
種
美

◇
準
優
勝
＝
設
楽
良

子
◇
３
位
＝
押
田
恒

雄
。（
敬
称
略
）



　
５
月
２
日
、
仕
入

先
か
ら
当
店
に
不
足

分
の
連
絡
が
入
り
ま

し
た
。

　
「
恐
れ
入
り
ま
す
が

下
記
の
商
品
が
欠
品

と
な
っ
て
お
り
ま
す
」

と
。

　
欠
品
の
中
に
は
、

メ
ー
カ
ー
製
造
販
売

中
止
と
記
し
た
商
品

も
あ
り
ま
し
た
。　

　
４
月
30
日
て
ん
か

ん
学
会
調
査
が
発
表

さ
れ
、
全
国
的
に
医

薬
品
の
供
給
不
足
が

続
く
中
、
現
場
の
医

師
の
多
く
が
別
の
薬

を
処
方
す
る
対
応
を

と
る
な
ど
の
影
響
が

出
て
い
る
こ
と
、
患

者
の
病
状
が
不
安
定

に
な
っ
た
な
ど
一
刻

も
早
い
供
給
の
回
復

を
求
め
る
と
公
表
し

て
い
ま
し
た
。

　

供
給
不
足
は
、

２
０
２
０
年
12
月
に

富
山
県
の
メ
ー
カ
ー

が
水
虫
薬
に
他
の
錠

剤
を
混
入
し
て
し

ま
っ
た
ミ
ス
が
原
因

で
起
こ
り
ま
し
た
。

同
一
成
分
の
他
社
製

品
が
処
方
さ
れ
る
こ （295）

と
に
な
り
ま
す
。

　
同
一
成
分
の
薬
が

な
い
と
、
処
方
医
に

処
方
変
更
を
お
願
い

し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
１
年
半
経
過

し
て
も
、
元
に
戻
れ

な
い
状
況
で
す
。

　
い
つ
も
と
違
う
薬

を
渡
さ
れ
た
ら
、「
説

明
を
求
め
・
飲
み
忘

れ
・
飲
み
す
ぎ
・
副

作
用
が
出
る
な
ど
」

の
不
調
を
感
じ
た
ら

す
ぐ
に
で
も
、
医
師
・

薬
剤
師
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

　
保
険
薬
剤
師

  　
　
中
山　
久
仁
夫

　
本
紙
は
、
撮
影
の
時
だ

け
マ
ス
ク
を
外
し
て
頂
い

て
撮
影
し
て
い
ま
す
。

　
色
鮮
や
か
な
バ
ラ
が
花

開
き
、
心
華
や
ぐ
季
節
で

す
が
、
マ
ス
ク
の
せ
い
で
、

そ
う
も
い
か
な
い
！

　
次
号
は
６
月
15
日
（
水
）

発
行
で
す
。

ピ
ン
ト
写
真
ク
ラ

ブ
新
郷
（
会
長
＝
粂

原
一
夫
さ
ん
）
は
４

月
10
日
11
日
、
１
泊

で
富
士
五
湖
周
辺
な

ど
で
撮
影
会
を
行
っ

た
。写

真
前
列
左
か
ら

岡
本
行
永
、
磯
野
則

行
、
野
田
光
子
、
粂

原
一
夫
、
佐
々
木
量
、

後
列
左
か
ら
長
谷
美

代
子
、
江
原
勝
巳
、

大
久
保
雅
通
、
辻
家

　
４
月
24
日
、
新
郷

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
は
、
第
67

回
演
奏
会
を
、
新
郷

公
民
館
視
聴
覚
ホ
ー

ル
で
開
催
し
た
。

　

曲
目
は
、
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
／
弦
楽

四
重
奏
曲　
第
４
番　

ハ
短
調　

作
品
18-

４
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

/

デ
ィ
ヴ
ェ
ル
テ
ィ

メ
ン
ト
ニ
長
調　
K

１
３
６
。

〜
星
影
の
エ
ー
ル
〜　
　
　
　
　

　
ゲ
ス
ト
出
演
の
ソ

プ
ラ
ノ
歌
手
金
刺
美

穂
さ
ん
が
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
の
伴
奏
で
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト/

ア
レ
ル

ヤ
〜
カ
ッ
チ
ー
ニ
の

ア
ヴ
ェ
・
マ
リ
ア
〜

を
独
唱
。

　
ア
ン
コ
ー
ル
で
は

「
ふ
る
さ
と
」
を
会
場

全
員
で
、
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
の
伴
奏
で
歌
っ

た
。

　
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
に

ニ
ュ
ー
フ
ェ
ー
ス
の

小
堀
美
陽
さ
ん(
中

１)

が
初
演
奏
し
た
。

　
永
瀬
秀
樹
県
議
、

岡
村
ゆ
り
子
県
議
、

杉
本
か
よ
市
議
等
多

数
の
方
が
来
場
さ
れ

た
。

　
永
瀬
県
議
は
「
こ

の
日
デ
ビ
ュ
ー
演
奏

の
お
子
さ
ん
も
初
々

し
く
、
メ
ン
バ
ー
の

皆
さ
ん
の
伸
び
伸
び

と
し
た
演
奏
を
楽
し

く
聴
か
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
身
近
に
音
楽

が
あ
る
こ
と
は
、
い

い
で
す
ね
」
と
。

　
出
演
者
、

▽
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
＝

細
淵
和
香
奈
・
市
村

直
美
・
小
堀
直
樹
・

野
本
香
菜
・
小
堀
美

陽
▽
ビ
オ
ラ
＝
桑
原

知
巳
・
野
本
香
織
▽

チ
ェ
ロ
＝
渡
辺
崇
靖
・

岡
田
朋
也
▽
ソ
プ
ラ

ノ=

金
刺
美
穂
。

　
　
　
（
敬
称
略
）

恵
美
子
、
市
川
ユ
リ

子
、
押
田
安
夫
、
野

田
康
世
。
敬
称
略

　
新
郷
東
小
学
校（
校

長
＝
石
川
庸
子
さ
ん
）

は
、
開
校
50
周
年
を

迎
え
た
。

　
５
月
６
日
、
記
念

事
業
第
一
弾
と
し
て
、

全
校
児
童
に
よ
る
航

空
写
真
撮
影
と
バ

ル
ー
ン
リ
リ
ー
ス
が

実
施
さ
れ
た
。

航
空
写
真
の
撮
影

は
、
全
校
児
童
が
カ

ラ
ー
エ
プ
ロ
ン
を
付

け
、
児
童
が
作
成
し

た
デ
ザ
イ
ン
の
も
の
。

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
上

空
か
ら
の
撮
影
に
は
、

大
き
な
歓
声
が
あ

が
っ
た
。

バ
ル
ー
ン
リ
リ
ー

ス
で
は
、
子
ど
も
た

ち
の
夢
が
書
か
れ
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド

付
き
の
約
５
０
０
個

の
風
船
を
、
石
川
校

長
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ

ン
で
一
斉
に
飛
ば
さ

れ
た
。

　
児
童
会
長
の
西
田

梢
さ
ん
の
「
50
周
年

を
迎
え
ら
れ
た
こ
と

に
感
謝
し
て
、
１
日

１
日
を
大
切
に
、
新

郷
東
小
学
校
を
作
り

上
げ
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
素
晴
ら
し
い

挨
拶
。

　
「
青
空
に
飛
ば
し
た

風
船
と
共
に
み
ん
な

の
夢
が
叶
い
ま
す
よ

う
に
」
と
石
川
校
長
。

　
写
真
左
か
ら
石
塚

直
行
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、

石
川
校
長
、
大
場
茂

樹
新
堀
町
会
長
、
小

林
雅
枝
Ｐ
Ｔ
Ａ
顧
問
、

清
水
健
二
峯
町
会
長
、

吉
原
信
幸
Ｐ
Ｔ
Ａ
顧

問
、
宮
原
美
子
榛
松

町
会
長
、
新
井
孝
史

さ
ん
、
石
井
君
忠
さ

ん
。


